
▽
地
域
イ
キ
イ
キ
元
気
づ
く
り
事
業

　
健
康
づ
く
り
市
民
推
進
委
員
や
町

　
内
会
・
自
治
会
、
民
生
・
児
童
委

　
員
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
委
員
な
ど
の

　
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
月
１
回

　
程
度
、
市
内
49
か
所
の
地
区
会
館

　
な
ど
で
血
圧
測
定
や
体
操
、
レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い

　
ま
す
。

▽
は
つ
ら
つ
元
気
ア
ッ
プ
教
室
　
介

　
護
予
防
を
目
的
に
、
簡
単
な
体
操
、

　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
、

　
お
口
の
機
能
ア
ッ
プ
を
楽
し
く
学

　
ぶ
全
９
回
の
教
室
を
実
施
し
て
い

　
ま
す
。
年
３
回
募
集
し
ま
す
。

▽
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

　
が
、
趣
味
や
生
き
が
い
づ
く
り
活

　
動
を
中
心
に
、
週
２
回
程
度
利
用

　
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
市

　
内
３
か
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
送
迎
・
昼
食
付
き
で
す
。

▽
げ
ん
き
応
援
事
業
　
地
域
に
お
け

　
る
高
齢
者
福
祉
施
策
の
拠
点
と
し

　
て
、
市
内
３
か
所
の
在
宅
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
脳

　
の
健
康
教
室
「
脳
ら
ぼ
」
や
習

　
字
、
手
工
芸
、
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ワ
ー

　
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
認
知
症
カ
フ

　
ェ
「
は
な
み
ず
き
」
な
ど
を
実
施

　
し
て
い
ま
す
。

▽
小
宮
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
　
小
宮

　
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
学
校
の
施
設

　
を
利
用
し
、
小
宮
地
区
の
高
齢
者

　
の
憩
い
の
場
と
し
て
週
１
回
程
度

　
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
農
援
隊
　
農
業
な
ど
に

　
取
り
組
み
、
健
康
増
進
を
図
っ
て

　
い
ま
す
。
平
成
27
年
秋
ご
ろ
新
規

　
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

▽
介
護
支
援
ポ
イ
ン
ト
制
度
　
生
き

　
が
い
や
や
り
が
い
を
求
め
て
い
る

　
方
、
社
会
参
加
活
動
で
自
ら
の
健

　
康
を
維
持
し
た
い
方
が
介
護
保
険

　
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
を
し
た
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

　
し
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
翌
年

　
度
に
換
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　
市
内
で
44
の
ク

　
ラ
ブ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な

　
活
動
と
し
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
趣
味
活

　
動
、
旅
行
、
茶
話
会
な
ど
の
「
生

　
活
を
豊
か
に
す
る
楽
し
い
活
動
」

　
と
清
掃
活
動
、
友
愛
訪
問
活
動
、

　
見
守
り
活
動
な
ど
の
「
地
域
を
豊

　
か
に
す
る
社
会
活
動
」
で
す
。

※
各
事
業
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

　
い
ま
す
。
日
程
や
費
用
な
ど
、
詳

　
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

再生紙を使用
しています

　平成27年９月１日に市制施行20周年を迎えるに当た
り、記念事業のシンボルとなるロゴマークを募集した
ところ、80点もの応募がありました。たくさんのご応
募ありがとうございました。　
　最優秀賞は、厳正なる審査の結果、鎭西風音さんの
作品に決定しました。今後、市制施行20周年をＰＲす
るため、市ホームページや封筒、各種記念事業のポス
ターなどに活用していきます。
　また、小・中学生を中心に多くの方からご応募いた
だいたことから、小学生（低学年）の部、小学生（高
学年）の部、中学生の部、一般の部を設け、それぞれ
優秀賞と佳作を選出しました（関連記事２面）。
○問合せ　企画政策課

《応募作品に込めた思いなど》
　皆で手を取り合って、これからも温かいあ
きる野市であってほしいという思いを込めま
した。ロゴマークのデザインは、市章もイメ
ージしています。

　● 高齢者はつらつセンター（秋川地区） ☎550-6101
　● 五日市はつらつセンター（五日市地区） ☎569-8108

　地域の高齢者の総合的な相談窓口です。気軽に相談してく

ださい。ご本人だけでなくご家族・ご近所の方も相談できま

す。ご要望により、高齢者に関する講座などを実施すること

も可能です。また、各センターでは次の講座を実施しています。

○認知症サポーター養成講座　認知症に関する基礎知識や認

　知症の方や家族の支援方法などの講座を行っています。

○介護教室　介護の知識・技術の向上を目指し、さまざまな

　テーマの講演会を実施しています。実施日程・テーマなど

　については、毎月の広報に掲載します。

※在宅介護支援センター和敬園（☎５５８－７０１２）でも

　相談できます（多西地区と東秋留地区の一部）。

世
帯
と
人
口

― 平成26年９月1日現在 ―
世帯 34,215世帯
人口 81,833人（前月比 99人減）
男　 40,861人
女　 40,972人

○市役所
　● 相続・遺言など暮らしの手続相談…３日㈮
　● 交通事故相談…８日㈬
　● 法律相談…14日㈫・28日㈫
　● 登記相談…17日㈮
　● 税務相談…20日㈪
　● 人権身の上相談…24日㈮

○五日市出張所
　● 法律相談…２日㈭
　● 行政相談…22日㈬

○時間　午後１時30分～４時30分

○予約　法律相談は、相談日の７日前の午前

　８時30分から電話で受け付けます。その他

　の相談は、随時受け付けます。

○予約・問合せ　市民課市民相談窓口係�

　（直通５５８－１２１６）

事
業
の
紹
介


